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① 対象は起き上がりに動作に影響する疾患を持たない、または痛みがない健常成人 112 名、健常高齢者
20 名に対し、起き上がり動作時の呼吸状態を調査した。 




① 健常成人においては、起き上がり動作の呼吸状態は、吸気位が 81.2％（91 人）、呼気位が 18.8％（21
人）となり、吸気位の割合が呼気位よりも有意に高い値を示した(p<0.05)。健常高齢者における起き上
がり動作開始時の呼吸状態は、背臥位からの起き上がり動作では、吸気位が 85.0％（17 人）、呼気位が
15.0％（3 人）、側臥位からの起き上がり動作では、吸気位が 80.0％（16 人）、呼気位が 20.0％（4 人）
で、双方の起き上がり動作とも臥位からの吸気位の割合が呼気位よりも有意に多かった。高齢者の起き
上がり動作において、安静時換気量と動作時換気量の比較では、背臥位からの起き上がり、および側臥
位からの起き上がりとも 1 秒間および 2 秒間の動作時換気量が安静換気量よりも有意に減少した。 
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 ② 試験的腎切採術後症例および鼠経ヘルニア修復術後症例における起き上がり動作時の創部痛は呼気
運動の指示がない場合よりも呼気運動の指示がある場合において有意に減少した。 
【結論】  
健常成人および健常高齢者とも吸気位で起き上がり動作を行うことが示唆され、腹部術後症例の起き上が
り動作時に呼気運動を促すことで創部痛が軽減した。今後、呼気運動は非薬理的疼痛軽減方法として、起き
上がり動作における腹部手術に伴う創部痛を軽減でき、副作用や医療費の減少の可能性が示された。 
